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持続時間0.322ｓ 0.315ｓ 0.350ｓ 0.308ｓ
最高値131.8Ｈｚ 125.1Ｈｚ １４３．４Ｈｚ １４７．４Ｈｚ
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?andarnu
（油が
?apoho｢ｎｕ．
多い｡）
?an｢dａ
rku9ani（黄金）のピッチは、ゆるやかな下降を示している。
その音響的特徴は、持続時間0.518s、最高値131.8Hz、最低値94.9Hz、その高低差36.9Ｈｚ
である。
助詞がつくと、ｋｕ｢ga7ninu（黄金が）のように、後半が下降を示している｡
？anrda（油）のピッチは、前半はなだらかに下降し、後半になって語尾がかすかに上昇し
ている。。ａの母音の部分が上昇していると認められる。
その音響的特徴をみると、持続時間0.518s、最高値114.9Hz、最低値80.3Hz、その高低差
34.6Ｈｚである。
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４．音響的特徴からみたアクセント変化
沖縄本島のアクセントの異なる首里と恩納の主要な語について、そのアクセントの実態を、
聴覚的にとらえ、これを音声分析器にかけて、ピッチを視覚化し、その音響的特徴について
分析した。
両アクセントの音響的特徴を分析し、聴覚的特徴と対応させていく過程で得られた、その
特徴の傾向について、これを原則化すると、つぎのようである。
１．ピッチ型の原則
１．アクセントが頭高で高から低へ下降するとき、ピッチは明確な下降を示す。
２．アクセントが平板のとき、ピッチの姿は、ゆるやかな下降を示す。
３．アクセントが尾高で、語尾に上昇があるとき、そのピッチは、平板か、かすかな上昇
を示す。
Ⅱ拍の高低相関の原則
１．調音のエネルギーの観点からすれば、第１拍より第２拍、第２拍より第３拍というよ
うに、語尾になるにつれてエネルギーが減少する。したがってアクセントは、音韻的に
同じ高い柏であっても、語頭拍の高い拍より、語尾拍の高い拍のほうが、比較的に近い
ところにある。
２．頭高型の高い拍は、高平型の高い拍より高いところにある。
主要な語について、首里アクセントと恩納アクセントの対比分析をおこなった結果、つぎ
のことがいえる。
①首里アクセントは、頭高型と平板型とが音韻論的に対立している。
②恩納アクセントは、平板型と尾高型が音韻論的に対立している。
③首里アクセントと恩納アクセントの対応関係は、つぎのようである。
首里，恩納
○丁○○○
○○○｢○
○○丁○○○○
○○○○○｢○
つまり、首里の頭高型は恩納の平板型に対応し、首里の平板型は恩納の尾高型に対
応している。
④平板型の`性格をみると、首里が低平型、恩納が高平型であったものが、その差が失
われている。
⑤音響的特徴の原則からみて、語尾柏がおし下げられる傾向にあるから、恩納アクセ
ントのような型の語尾をおし下げることによって、首里アクセントのような型が形成
されたとみることができる。
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⑥恩納アクセントが古層の型に近く、首里アクセントは新しい層の型であるとみるこ
とができる。
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